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議 事 録 

件   名  第３回（仮称）登別市景観・緑化条例検討市民会議 

日   時 平成２３年９月７日（水）午後６時３０分から 

場   所 登別市民会館２階 中ホール 

会 議 内 容 
（質問等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○Ｂ委員の紹介及び挨拶 
事 務 局： 定刻となりましたので、第３回市民会議を始めたいと思います。 

 
会  長： それでは最初に先日亡くなられたＡ委員に代わり、今回からＢさんが委員と 

して、加わることになりましたので報告します。早速ですがＢさんより一言ご

挨拶があります。                               

 
Ｂ 委 員： 皆さんこんばんは、Ｂと申します。私は某会の副会長をしておりましたが、

皆さんご存知のとおりＡ会長が亡くなられたため、会長代行となりました。そ

の関係で委員に就任して欲しい旨要請がありましたので、今回から委員として

参加することになりました。今後は皆様の足手まといとならないよう、勉強し

ながら頑張ってまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 
会  長 ： Ｂ委員ありがとうございます。事前に資料を渡されているかと思いますけれ

ど、何か質問等あれば私か事務局にお願いします。 

 
○資料訂正に関する事務局からのお詫び・説明及び前回会議議事録の内容確認 

会  長 ： 本日の会議を始める前に、まず事務局から資料の訂正に関してお詫びという

ことで一言ございます。 

 
事 務 局 ： 参考資料の中の某市の条例の一部が抜け落ちていましたので、これを付け加

えていただきたく、今回文書を送付したところであります。本当に申し訳ござ

いませんでした。また、今回の開催案内と一緒に議事録を送付いたしましたが、

その中で自分の発言内容と相違する部分などがありましたら、事務局までお申

し出下さい。 

 
○今後の会議の進め方について 
会  長 ： 第２回の市民会議が終わりましてから、私と副会長それから各グループのリ

ーダーが集まり、今後、どのように市民会議を進めて行くか話し合いを行いま

した。その話し合いの結果として、前回、皆様方からこの市民会議に対する様々

な思いや考え方を話していただいたものが、これから我々が目指す条例の基礎

となるものであることから、もう少し掘り下げた議論を行いたいということに

なりました。これから各グループ毎の話し合いに移りますが、その中で例えば、

ここの風景はとてもいいから保存したいとか、この街並みの見栄えをもっと良

くしたいなど、具体的事例を挙げて話し合いを進めていただきたいと思います。
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それでは、午後７時３０分を目途にして、グループ毎に分かれて話し合いを始

めて下さい。 

 
【グループ討議に移る】 

  
【グループ討議終了】 

 
○グループ討議の結果発表及び次回会議の案内 
会  長： それでは、グループ討議の内容を発表していただきます。まずは、一番最初

にグループ討議を終えた第３グループからお願いします。 

 
Ｃ 委 員： まずここでいう景観は、他の地域から来る人のためか、市民のためかという

話になり、基本は市民のためであり、そこから始まって結果的に他の地域から

来る人にも魅力的なものになっていかなければならないということになりま

した。それにはまず、市民の意識をそういう方向に持って行くための条例でな

ければならず、その方向性を打ち出す具体策として、登別市は鷲別・幌別・登

別・温泉の４つの地域に分かれているので、それぞれの地域毎に役割を持たせ、

例えば、今ある自然を生かして景観を保つ地域と、自然に多少手を加えより良

い景観を作っていく地域とに分け、それぞれの住民にそういった意識を植え付

けて行くのがいいのではないかという話しになりました。 

 
会  長： 引き続きまして、第２グループお願いいたします。 
 
Ｄ 委 員： 最初に、この会議を進めるのに何が大事かということになり、まず語り合い

が必要で、条例のイメージがまだできてないということで、詳細な議論はまだ

先ではないかということになりました。みどりについては、登別市はみどり自

体は多いのですが、それをどう生かして行くかということを、市民の心に訴え

かける条例を目指すべきではないかということになりました。 
  

会  長： 引き続き、第１グループお願いいたします。 

 
Ｅ 委 員： 私たちのグループでは景観づくりについて、生活にうるおいを与える景観づ

くりと観光資源としての景観づくりとに分けて考えてはどうかという意見が

でました。まず、生活にうるおいを与える景観づくりに関しては、例えば街区

公園が整備されているところと、そうではないところがあるので、この機会に

どうにかできないかという意見がでました。また、観光資源としての景観づく

りに関しては、まず、登別は海が素晴らしいのでこれを生かした景観づくりが

必要ではないか、それから牧草地ですけども、これは某町にも負けない素晴ら

しい景観なので、観光開発をすることにより様々な可能性が期待できるもので

あると考えられますし、更に駅前の景観に関してですが、建物の色調・デザイ

ン等を一定のエリア内で統一することでより良い景観を形成できるのではな

いかといった意見が出ました。それから、生活者の視点で景観を考えた場合、

望洋公園・鉱山町・ボンズ山といった身近な自然はありますが、それを生かす

ための施設がないので、整備してはどうかという意見も出ました。また、資料
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の中にある「みどりの基本計画」・「景観形成基本計画」の策定時に行った市民

アンケートの結果と我々市民会議委員の考え・思いといったものを、すり合わ

せて行く作業が必要ではないかという意見が出ました。それから、登別にはア

イヌの文化に根差した景色もあるので、条例の中で何か位置づけをしたほうが

いいのではないかという意見がありました。更に最近外来種の侵入により登別

本来の生態系の維持が危ぶまれているので、その対応策を条例に盛り込むべき

ではないかという意見もありました。最後に条例づくりの方向性に関してです

が、市民が自分達の意思や責任のもとで景観づくりに関われる条例とすべきと

の結論に至りました。 

 
会  長： どうもありがとうございました。まだ何かお話しされたい方はいらっしゃい

ますか。よろしいでしょうか。事務局の方から何かございますでしょうか。 
 
事 務 局 ： いいえ、特にありません。 

 
会   長： それでは、次回会議の案内をさせていただきます。次回は９月２７日（火）

１８時３０分よりここで開催いたします。皆さん長時間ありがとうございまし

た。 

 


